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オリンピック・パラリンピック戸田2021
ゆかりの物語

東京2020オリンピック聖火リレーは、2021
年3月25日に福島県からスタートし、7月6日に
埼玉県第2区間（蕨市・戸田市）に到着しました。
　ランナーはスタート地点となった蕨市の地蔵
の小径付近から国道17号を南下し、区間ゴー
ル地点である戸田市役所前までの1.8㎞のルー
トを、10人でつなぎました。
 最終区間を走ったのは、戸田市在住のオリン

ピアン・浜田美咲さんです。浜田さんはボート
の練習拠点を戸田市に置き、2008年の北京オ
リンピックにボート軽量級女子ダブルスカル日
本代表として出場。その後、結婚、出産を経てマ
マアスリートとして選手に復帰。現在は引退し
女子アスリートの地位向上のための活動をし
ています。
　「目標に向かって努力する姿や諦めずに夢を
叶える選手の姿は多くの人に勇気を与えてく
れます。聖火リレーを通じて、オリンピックの素
晴らしさを伝え、オリンピックを一人でも多く
の人に見てもらいたいです」と語っていた浜田

さん。聖火リレーでは沿道の市民に満面の笑み
で手を振っていました。
　聖火リレー当日は、沿道はもちろん、ゴール
地点にも多くの市民が足を運んで聖火ラン
ナーに熱い声援を送り、市民の東京オリンピッ
クへの期待や関心の高さを感じさせるイベント
となりました。
　聖火リレー通過後は「未来の君へ想いをつな
ぐメッセージ」の投函式が行われました。投函
式は、戸田市が「過去」から「現在」、そして「未
来」へと人々の想いをつなげていこうと企画し
たもので、市内の全小・中学生が書いた「20年
後の自分への手紙」を、それぞれの学校の代表
児童・生徒18人が「未来へつなぐモニュメント」
に投函しました。
　モニュメントは1964年の東京オリンピック
の際に使われた聖火台と同サイズのもので、聖
火リレーの通過を契機として製作しました。

TOKYO 2020 OLYMPICS & PARALYMPICS
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2021年夏! 東京2020オリンピック聖火リレーが市内を走り、戸田市ゆかりの選手が活躍

はまだ  み さき

The time is summer 2021! The Tokyo 2020 Olympic Torch 
Relay traveled through the city, carried by athletes with 
ties to Toda City.
On July 6th, 2021, the “Tokyo 2020 Olympic Torch Relay” 
was held on a joint route shared by Warabi City and Toda 
City. One torch bearer was Misaki Hamada.
Comment from Ms. Hamada:
“The sight of an athlete striving toward a goal, or the sight an 
athlete making their dreams come true without giving up 
gives courage to many. I hope to convey the wonder of the 
Olympic Games and get as many people as possible to 
watch the Olympic Games by running as a torch bearer.”

2021年夏季！东京2020奥运会火炬接力在市内传递，与户

田市有着深厚缘分的著名运动员担当火炬手展现英姿。

2021年7月6日，“东京2020奥运会火炬接力”仪式沿着蕨市

与户田市的联合路线隆重举行。

担任火炬手的是浜田美咲女士。“运动员们朝着目标努力的姿

态，不言放弃、实现梦想的精神，鼓舞了很多人。通过火炬

接力，我想传递奥林匹克的精彩，想让更多的人观看奥运会”

东京2020奥运会和残奥会　户田2021渊源物语




